
〜
江
戸
・
東
京
を
巡
る
最
も
長
い
ク
ル
ー
ズ
船
の
旅
〜

　

世
界
で
最
も
魅
力
的
な
都
市
に
選
ば
れ
た
東
京
で
す
が
、
江
戸
時
代
か

ら
の
治
水
事
業
や
埋
立
事
業
な
ど
に
よ
る
都
市
づ
く
り
の
成
果
が
実
を
結

ん
で
素
晴
ら
し
い
都
市
に
成
長
し
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
様
な
江
戸
・
東

京
を
一
日
か
け
て
ゆ
っ
た
り
と
巡
る
最
も
長
い
ク
ル
ー
ズ
船
の
旅
を
楽
し

ん
で
き
ま
し
た
。
普
段
は
地
上
か
ら
眺
め
て
い
る
東
京
と
い
う
大
都
市
の

風
景
を
、
川
の
ど
真
ん
中
や
海
の
上
か
ら
見
上
げ
た
り
し
て
、
水
上
と
い

う
特
別
な
視
線
か
ら
見
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
東
京
の
新
し
い
姿
を
一
味

違
っ
た
角
度
か
ら
の
観
察
で
し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
は
小
豆
沢
港
出
発
し
て
荒
川
放
水
路
通
水
１
０
０
周
年
を
迎

え
る
岩
淵
水
門
（
青
門
）
を
ぬ
け
て
荒
川
に
出
ま
す
。
左
側
に
は
、
役
割

を
終
え
た
旧
岩
淵
水
門
（
赤
水
門
）
が
見
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
荒
川
を

東
京
湾
臨
海
部
ま
で
下
り
、
葛
西
臨
海
公
園
、
お
台
場
と
経
由
し
て
隅
田

川
を
北
上
し
て
新
河
岸
川
の
小
豆
沢
ま
で
も
ど
る
船
旅
で
し
た
。
江
戸
・

東
京
は
有
史
以
来
度
重
な
る
洪
水
被
害
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
江
戸
時
代

か
ら
明
治
時
代
ま
で
に
、
こ
の
地
で
は
約
１
３
０
を
超
え
る
洪
水
の
記
録

が
有
り
ま
し
た
。

　

荒
川『
荒
ぶ
る
川
・
荒
れ
川
』
秩
父
山
地
の
甲
武
信
岳
に
源
を
発
し
、
長

瀞
、
寄
居
、
熊
谷
と
流
れ
出
る
と
関
東
平
野
を
西
へ
一
路
南
下
し
て
武
蔵

野
台
地
と
大
宮
浦
和
の
間
に
挟
ま
れ
た
低
地
を
蛇
行
。
途
中
関
東
の
大
小

百
本
の
川
の
流
れ
を
集
め
て
東
京
北
区
か
ら
都
内
に
入
り
、
東
京
湾
に
注

ぐ
長
さ
１
７
３
㎞
で
治
水
上
も
利
水
上
も
極
め
て
重
要
な
河
川
で
す
。

　
「
荒
川
放
水
路
」
は
、
大
正　

年（
１
９
２
４
）　

月　

日
に
通
水
を
開

１３

１０

１２

始
し
て
以
来
、
江
戸
・
東
京
を
水
害
か
ら
救
う
と
い
う
大
変
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
２
０
２
４
年
に
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
昔
は
、

「
我
庵
は　

松
原
つ
づ
き　

海
近
く　

富
士
の
高
峰
を　

軒
端
に
ぞ
見
る
」

（
太
田
道
灌
）、
松
原
は
東
京
駅
や
こ
の
経
済
倶
楽
部
の
ビ
ル
近
辺
で
し
た
。

１
５
９
０
（
天
正　

）
年
、
江
戸
城
に
入
っ
た
徳
川
家
康
は
、
伊
奈
忠
治
、

１８

父
親
の
忠
次
に
命
じ
て
利
根
川
と
荒
川
の
瀬
替
え
に
と
り
か
か
っ
て
い
ま

す
。
治
水
事
業
の
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
荒
川
は
人
の
手
に
よ
っ
て
�
流

１５０

会

員

の

広

場

荒
川
放
水
路
通
水
１
０
０
周
年

田
川　
修
司
（
東
京
）

れ
�
そ
の
も
の
を
変
え
ら
れ
る
時
代
を
迎
え
ま
す
。「
荒
川
の
西
遷
」
と

呼
ば
れ
る
こ
の
河
川
改
修
事
業
は
、
久
下
地
先
で
締
め
切
ら
れ
、
利
根
川

水
系
と
切
り
離
さ
れ
て
入
間
川
筋
を
本
流
と
す
る
流
れ
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
埼
玉
東
部
低
湿
地
は
穀
倉
地
帯
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
ま
た
舟

運
に
よ
る
物
資
の
大
量
輸
送
は
大
都
市
・
江
戸
の
繁
栄
を
支
え
江
戸
の
発

展
や
暮
ら
し
を
向
上
さ
せ
ま
し
た
。
荒
川
の
計
画
さ
れ
た
超
大
規
模
治
水

事
業
は
、
江
戸
の
町
づ
く
り
、
戦
略
的
な
江
戸
防
御
に
目
的
を
変
え
て
江

戸
の
発
展
に
貢
献
し
ま
し
た
。
後
の
東
京
へ
の
発
展
そ
し
て
日
本
の
繁
栄

に
か
か
わ
る
大
き
な
事
柄
で
し
た
。

　

１
９
１
０
（
明
治　

）
年
の
大
洪
水
を
契
機
に
、
首
都
東
京
を
水
害
か

４３

ら
守
る
抜
本
対
策
と
し
て
着
手
さ
れ
た
の
が
、「
荒
川
放
水
路
」
の
開
削

で
す
。
こ
の
工
事
は
、
北
区
の
岩
淵
に
水
門
を
造
っ
て
本
流
を
仕
切
り
、

岩
淵
の
下
流
か
ら
中
川
の
河
口
方
面
に
向
け
て
、
延
長　

㎞
、
幅
５
０
０

２２

ｍ
も
の
放
水
路
を
掘
る
と
い
う
大
規
模
な
も
の
で
し
た
。
そ
の
大
規
模
工

事
は
、
人
力
、
機
械
、
船
を
駆
使
し
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
の
べ
人
数
約

３
１
０
万
人
、
延
長
約　

㎞
、
幅
は
約
５
０
０
ｍ
、
総
費
用
約
３
３
４
５

２２

万
円（
当
時
の
大
卒
初
任
給　

円
）。
荒
川
放
水
路
の
役
割
は
、
洪
水
時
に

３５

は
、
岩
淵
水
門
を
閉
め
て
本
流
（
隅
田
川
）
の
増
水
を
抑
え
、
洪
水
の
大

部
分
を
幅
広
い
荒
川
放
水
路
で
い
っ
き
に
海
に
流
下
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

全
体
の
竣
工
に
は
約　

年
の
歳
月
を
要
し
、
１
９
３
０
（
昭
和
５
）
年
に

２０

完
成
し
ま
し
た
。
今
で
は
「
荒
川
＝
荒
川
放
水
路
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
隅
田
川
は
放
水
路
が
出
来
る
ま
で
こ
の
川
が
荒
川
で
し
た
。

　

こ
の
荒
川
放
水
路
の
開
削
に
は
、
日
本
を
代
表
す
る
多
く
の
エ
ン
ジ
ニ

ア
が
関
与
し
ま
し
た
。
放
水
路
や
水
門
建
設
の
工
事
を
計
画
し
た
原
田
貞

介
と
指
揮
・
監
督
し
た
青
山 
士 
建
設
技
師
が
い
ま
す
。
青
山
士
は
、
日
本

あ
き
ら

人
で
唯
一
パ
ナ
マ
運
河
建
設
に
携
わ
っ
た
技
術
者
で
し
た
。
東
京
は
、
治

水
事
業
で
の
水
路
と
共
に
発
展
し
て
き
た
都
市
で
す
。
荒
川
放
水
路
は
、

明
治
以
降
の
近
代
化
時
代
、
高
度
経
済
成
長
時
代
、
そ
し
て
現
在
に
至
る

発
展
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
来
て
い
ま
す
。
こ
の
様
な
事
業
を
決

定
・
実
行
・
完
成
し
た
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
出
来
事
で
す
ね
。
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